
























































フォーマント（資料提供者）四ノ宮久雄氏（1934 年（昭和 9年）3 月生まれで現在 86 歳）















































































































































































　平叙文においては、ゼ↑／ゼ↓、ゼヨ↑／ゼヨ↓ともに、⑴～⑷、⑴ ’ ～⑷ ’ のように動
詞述語文、イ形容詞述語文、ナ形容詞述語文、名詞述語文全てで使用できる。ナ形容詞文の
「静かだろう」は「シズカナロー」となり、連体形が語幹化するが、「ゼ」「ゼヨ」は語幹に
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